
▲伴走型支援と従来の支援との違い

▲会場の様子 ▲パネルディスカッションの様子

　経
済
産
業
部
企
画
振
興
課
で
は
、令
和
６
年

２
月
８
日（
木
）に「
企
業
の
稼
ぐ
力
を
育
み
未

来
を
切
り
開
く
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
、官
民
合
同
伴
走
型
支
援
の
成
果
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　「伴
走
型
支
援
」
と
は
、
将
来
の
目
指
す
姿

に
向
か
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
主
体
的

に
考
え
る
企
業
に
対
し
、
専
門
家
と
行
政
と

で
組
成
し
た
支
援
チ
ー
ム
が
、
様
々
な
観
点

か
ら
「
対
話
と
傾
聴
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
本
質
的
課
題
へ

と
促
し
、
そ
の
解
決
に
至
る
ま
で
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。不
透
明
性
が
増
大
す
る
昨

今
の
経
営
環
境
の
中
、
一
人
当
た
り
の
県
民

所
得
や
労
働
生
産
性
が
全
国
最
下
位
で
あ
る

沖
縄
が「
稼
ぐ
力
」を
高
め
る
た
め
に
は
、
企

業
が「
課
題
設
定
力
」を
強
化
し
、
自
ら
解
決

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
伴
走
型
支
援
の

手
法
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
琉
球
大
学
の
二
宮

教
授
及
び
沖
縄
大
学
の
島
田
准
教
授
か
ら
ご

講
演
い
た
だ
い
た
後
、
伴
走
型
支
援
を
受
け

た
企
業
経
営
者
、
支
援
を
実
施
し
た
専
門
家

（
伴
走
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、（
株
）
御

菓
子
御
殿
専
務
取
締
役
の
澤
岻
氏
は
「
社
内
課

題
に
つ
い
て
常
に
考
え
て
い
た
の
で
、
積
極
的

に
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
や
大
幅

な
昇
給
な
ど
利
益
の
還
元
に
つ
な
が
っ
た
」、南

島
酒
販
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
の
大
岩
氏
は

「
20
〜
30
代
の
若
手
社
員
を
将
来
の
幹
部
候
補

に
指
名
し
、人
材
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。そ
れ
ま

で
は
自
分
の
仕
事
を
一
生
懸
命
や
る
だ
け
だ
っ

た
が
、
会
社
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
視
点
を
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、
瑞

泉
酒
造
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
の
佐
久
本
氏

は
「
少
し
だ
が
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
動

く
よ
う
に
な
り
、
製
造
や
営
業
部
門
に
お
い

て
、
年
単
位
で
は
な
く
1
〜
2
週
間
単
位
の
短

期
的
な
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

等
と
、
伴
走
型
支
援
に
よ
る
成
果
を
語
り
ま
し

た
。ま
た
、伴
走
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
森
川
氏
は

「
身
近
な
こ
と
で
成
功
体
験
を
積
ん
で
い
く
こ

と
で
、企
業
は
少
し
ず
つ
自
ら
変
わ
っ
て
い
く
」

と
発
言
さ
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
西
里
氏

（
沖
縄
官
民
合
同
伴
走
型
支
援
事
業
推
進
事
務

局
統
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）は「
支

援
者
と
経
営
者
が
信
頼
関
係
を
築
き
、
企
業
の

本
質
的
課
題
に
腹
落
ち
し
、
そ
の
解
決
に
真
摯

に
取
り
組
む
伴
走
型
支
援
は
本
来
あ
る
べ
き

姿
の
経
営
支
援
手
法
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　今
後
も
伴
走
型
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
に

努
め
、
企
業
支
援
手
法
の
1 

つ
と
し
て
沖
縄

に
根
付
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。皆
様

も
、伴
走
型
支
援
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　令
和
６
年
３
月
15
日
に
は
沖
縄
総
合
事
務

局
で
開
催
し
た
「
消
費
者
w
e
b
セ
ミ
ナ
ー
」

に
お
い
て
、
消
費
者
の
方
々
に
本
制
度
を
ご
紹

介
し
た
ほ
か
、
３
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
食

と
農
ぬ
ち
ぐ
す
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4
」で
は
、

農
業
者
等
の
方
々
に
向
け
て
本
制
度
に
関
す

る
講
演
や
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　当
局
で
は
、
今
後
も
本
制
度
に
つ
い
て
、

生
産
者
の
方
々
へ
の
働
き
か
け
や
消
費
者
の

方
々
へ
の
周
知
を
行
い
、
環
境
に
配
慮
し
て

生
産
さ
れ
た
県
産
農
産
物
を
一
層
応
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
生
産
者
や
流
通
・
小
売
事
業

者
等
の
方
で
本
制
度
に
つ
い
て
ご
関
心
が
あ

れ
ば
、
当
局
か
ら
制
度
内
容
や
申
請
方
法
等

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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環
境
負
荷
低
減
の

　
　取組
の「
見
え
る
化
」を

　
　
　
　
　進め
て
い
ま
す
！

　農
林
水
産
省
で
は
、「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
食

料
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
農
業

の
生
産
現
場
で
の
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を

広
く
一
般
消
費
者
の
方
に
も
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
「
見

え
る
化
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
に
お

い
て
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
な
ど
の

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
）」
の
取
組
や
、
冬
期
も
水
田
に
水
を

張
る
こ
と
で
昆
虫
類
等
の
増
加
を
促
す
な
ど

の
「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
の
取
組
の
状
況

を
星
の
数
（
等
級
ラ
ベ
ル
）
で
表
示
す
る
こ

と
で
、
地
球
環
境
に
優
し
い
農
産
物
で
あ
る

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

施
工
管
理
・
現
場
監
督
に
加
え
、
恩
納
村
内

の
国
道
58
号
、
宜
野
座
村
内
、
金
武
町
内
及

び
う
る
ま
市
内
の
国
道
3
2
9
号
の
道
路
の

維
持
管
理
業
務
及
び
各
種
申
請
手
続
き
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

適
正
な
道
路
管
理
や
、
道
路
に
関
す
る
各
種

申
請
手
続
き
（
道
路
占
用
申
請
、
乗
入
れ
施

工
申
請
等
）
が
近
隣
の
出
張
所
で
可
能
と
な

り
、
利
便
性
も
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
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せ
先
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石
川
国
道
出
張
所
を

　
　
　
　再編
し
ま
し
た
！

　令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
北
部
国
道
事

務
所
石
川
国
道
出
張
所
は
、「
石
川
国
道
維

持
出
張
所
」
へ
と
名
称
変
更
及
び
組
織
の
再

編
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　石
川
国
道
出
張
所
は
、
平
成
２
年
10
月
に

設
置
さ
れ
、
主
に
恩
納
・
恩
納
南
バ
イ
パ
ス

や
読
谷
道
路
事
業
の
施
工
管
理
・
現
場
監
督

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　一
方
で
、
こ
れ
ま
で
北
部
国
道
事
務
所
で

は
、
恩
納
村
・
う
る
ま
市
以
北
の
国
道
58
号

と
国
道
3
2
9
号
の
維
持
管
理
業
務
等
を
主

に
名
護
維
持
出
張
所
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス
等
の
供
用
に
よ

る
管
理
延
長
の
増
加
や
、
や
ん
ば
る
３
村
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
い
、
今
後
、
よ
り

一
層
丁
寧
な
道
路
管
理
を
求
め
ら
れ
る
な
ど

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
管
理
区

間
の
一
部
を
、
新
た
に
再
編
し
た
「
石
川
国
道

維
持
出
張
所
」へ
分
担
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　石
川
国
道
維
持
出
張
所
は
、
道
路
事
業
の
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「見える化」等級ラベル（例）
※農水省にて商標出願中

農水省HP
農産物の環境負荷
低減の「見える化」
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